
中村支所管内より

　佐賀支所管内で、夫婦でツワブキを栽培
しています。２月下旬から収穫を始め、４月
下旬まで続きます。施肥は年に１回、無農
薬で除草作業はありますが栽培管理はしや
すいです。11月の花の咲くころのハサミで花
を切るのは地道な作業です。
　ツワブキは塩をふってもみ、皮をはいでか
ら、水に漬けます（少し塩を入れる）さっと
固めに湯がくのがいいそうです。日なたで行
うと黒くなるので、下処理は日陰で行います。
「きんぴらや煮物、豚肉と炒めてもおいしい
ですよ」と教えてくれました。

　四万十市岩田の中村北部事業所敷地内にある
「フレッシュ後川直販所」。発足して28年です。当
時と比べて出荷者は減り高齢化も進んでいるそうで
すが、きれいなトマトやキュウリ、ダイコンやホウレン
ソウなど並んでいました。開店まで入り口で待って
いるお客さんもいます。野菜の他、手芸品やお米
なども販売。今の時期は１日の来店者は40人ほど。
武石さんは「暖かくなったら商品もお客さんももっと
増えます。出荷者は年配の方が多いですが頑張っ
ていますよ ！ 」と熱心に話してくれました。
営業日　木・金・土・日
営業時間　７：30～12：00

　家の中の高いところが好きなマメとむぎ。先に家
族になったマメと昨年新たにむぎを迎えて、パパと
ママ２人と２匹の家族で暮らしています。むぎはや
んちゃで元気はつらつ。先輩のマメともすぐに仲良
くなりました。猫じゃらしで遊ぶのが大好きでママと
いつも遊びます。
　マメは色々な表情をして、撮影するママやパパ
をいつも楽しませてくれます。いたずらっこで２階に
ある日本のお城プラモデルに興味津々。パパは壊
されないように守ります。そんな２匹もママが料理
をしていると、炊事場の窓から外を眺めて警備をし
てくれるしっかり者です。いつも心を癒してくれてあ
りがとう。みんな大好きです。

　四万十市有岡在住の所谷さんご夫婦は、
高知新聞が掲載した菜の花まつりの記事を
見て訪れたそうです。普段は散歩をしたり
時々でかけたり、ゆっくり過ごす時間が多い
そう。
　「２人であちこち行くことはあまりないです
が、来てよかったです。菜の花きれいです
ね」と散策を楽しんでいました。

中村支所管内より 中村支所管
内より

毎日にぎやかです ！
  （左）マメくん  （３歳）
  （右）むぎちゃん  （１歳）

菜の花を見に来ました
所谷 隆さん  （66歳）
所谷 君恵さん  （64歳）

佐賀支所管
内よりフレッシュ後川直販所組合

安くて新鮮 ！
武石 慶子さん  （73歳）
たけ いし　きょう こ

ツワブキを出荷しています
渡辺 鹿三さん  （75歳）
渡辺 秀子さん  （73歳）

わた なべ　しか ぞう

わた なべ　ひで　こ

ところ だに　たかし

ところ だに　きみ　え
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

ポンカン出荷
速やか・正確に検品

三崎支所

中村支所

中村支所 太巻き寿司を食べて豆まき
一年の災いを払う節分行事

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
四
万
十
店
は
２

月
３
日
、
節
分
の
日
の
太
巻
き
寿

司
や
豆
を
大
売
り
出
し
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
弁
当
や
総
菜
の
製
造
を

し
て
い
る
生
産
者
も
、
こ
の
日
は

た
く
さ
ん
太
巻
き
寿
司
を
出
荷
。

来
店
者
は
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ナ
ー

に
次
々
と
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
恵
方
は
北
北
西
、
福
を

巻
き
込
ん
だ
太
巻
き
寿
司
は
、
福

を
司
る
神
様
の
い
る
恵
方
を
向
い

て
、
話
を
せ
ず
、
切
ら
ず
に
一
本
食

べ
き
る
と
福
が
逃
げ
ず
縁
起
が
良

い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

中
村
支
所
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は

３
月
１
日
、
水
稲
苗
の
配
布
が
始

ま
り
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
次
々

と
生
産
者
が
訪
れ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
注
文
し
た
枚
数
分
を
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
で
積
み
ま
し
た
。
初

日
は
生
産
者
10
人
、
約
１
０
０
０

枚
を
出
荷
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
が
育
苗
し
た
苗
は
播
種
か
ら

７
日
目
に
出
荷
し
ま
す
。
持
ち

帰
っ
た
生
産
者
は
約
25
日
程
度
育

苗
し
、
そ
の
後
田
ん
ぼ
に
移
植
し

ま
す
。
３
月
中
旬
に
は
出
荷
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
５
月
中
旬
ま
で
続

き
ま
す
。

　

四
万
十
市
観
光
振
興
協
議
会
は
同
市

入
田
ヤ
ナ
ギ
林
に
て
２
月
26
日
か
ら
３

月
13
日
の
期
間
中
の
土
日
（
６
日
間
）、

菜
の
花
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
27

日
の
こ
の
日
は
、
青
空
の
下
黄
色
い

じ
ゅ
う
た
ん
が
一
面
広
が
り
、
一
帯
が

菜
の
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
物
産
展
や
防
災
植
物
の
展
示
、「
し

ま
ん
と
食
ま
つ
り
」
と
し
て
地
元
の
店

が
手
作
り
の
寿
司
や
総
菜
、
焼
き
菓
子

や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
用
意
し
て
お

り
、
家
族
で
菜
の
花
と
一
緒
に
撮
影
し

た
り
散
策
道
を
歩
い
た
り
と
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

四万十市観光開き
菜の花まつり

中村支所 令和４年度産水稲苗渡しスタート
中村支所育苗センター

たくさんの太巻き寿司が並ぶ店内。

　

三
崎
支
所
選
果
場
で
は
２
月
７

日
、
ポ
ン
カ
ン
の
出
荷
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
選
果
員
は
慣
れ
た
様

子
で
手
早
く
検
品
し
等
級
別
に
箱

詰
め
を
行
い
ま
し
た
。
生
産
者
は

早
川
農
園
の
早
川
清
さ
ん
。
約
1.5

　

に
ポ
ン
カ
ン
の
ほ
か
に
も
文
旦
、

小
夏
や
麗
江
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
約
1.3
ｔ
出
荷
し
ま
し
た
。

早
川
さ
ん
は
「
小

玉
だ
が
、
寒
く
て

少
雨
だ
っ
た
の

で
味
は
よ
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

手早く作業をする選果員の皆さん。

菜の花の中を散策したり写真撮影を楽しむ来場者。軽トラックに箱苗を積み持ち帰る生産者の皆さん。

せとか出番
濃厚でジューシーな味わい

心を込めて丁寧に
花いけバトル体験授業

　

高
知
県
園
芸
品
販
売
拡
大
協
議
会

は
２
月
16
日
、
四
万
十
市
の
幡
多
農
業

高
等
学
校
園
芸
シ
ス
テ
ム
科
２
年
生
19

人
を
対
象
に
花
い
け
バ
ト
ル
体
験
授
業

を
開
き
ま
し
た
。

　

県
産
の
花
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
同
協
議
会
が
県
内
高
等
学
校
に

呼
び
か
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
グ
ロ

リ
オ
サ
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
他
、
黒
潮

町
の
生
産
者
が
提
供
し
た
カ
ス
ミ
ソ
ウ

や
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、
ダ
リ
ア
な
ど
約
50

種
類
の
県
産
花
材
が
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
の
金
子
生
花
店
は
「
お
花
を

大
事
に
扱
い
、
と
に
か
く
楽
し
む
気
持

ち
で
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

　

花
い
け
バ
ト
ル
は
、
用
意
さ
れ
た
花

材
と
花
器
に
即
興
で
花
を
い
け
、
５
分

間
で
作
品
を
完
成
さ
せ
る
。
完
成
度
の

他
、
花
の
扱
い
、
所
作
も
審
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
体
験
し
た
生
徒
は
「
学

校
で
も
切
り
花
は
扱
わ
な
い
の
で
難

し
そ
う
に
思
っ
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
花

を
選
ん
で
位
置

を
考
え
る
の
が

楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

大
方
支
所
野
菜
選
果
場
で
は
黒

潮
町
の
特
産
か
ん
き
つ
「
せ
と
か
」

の
出
荷
が
２
月
５
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
生
産
者
が
持
ち
込
ん
だ
も

の
を
検
品
し
な
が
ら
自
動
選
果
機

で
等
階
級
別
に
選
別
し
、
選
果
員
が

一
つ
一
つ
手
作
業
で
階
級
に
応
じ

た
玉
数
を
箱
詰
め
し
ま
す
。
同
管
内

の
生
産
者
は
２
戸
で
昨
年
度
は
約

4.5
㌧
を
出
荷
。
出
荷
先
は
主
に
関
西

地
方
や
四
国
内
で
す
。
２
月
７
日
の

こ
の
日
は
１
３
５
ケ
ー
ス
分
を
出

荷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
支
所
管
内

の
黒
潮
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
人
気
で
全
国
発
送
し

て
い
ま
す
。
２
月
下
旬
ま
で
出
荷
は

続
き
ま
し
た
。

中村支所

花の配置や方向など決め丁寧に刺します。

せとかを箱詰めする選果員の皆さん。

大方支所

㏊

れ
い
こ
う
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●土質の適応性は幅広いが、早い栽培には砂質の地温が上がりやす
い所がよく、夏取りはやや重粘で水分の多い所で良品を産する。
●夏場に乾燥が続くと空ざやになりやすい。
●生育開花は20～30℃が適温、昼夜の温度差があるほど良品、多収
となる。

栽培のポイント

幡多農業振興センター　市川智啓　（０８８０－３４－７０７０）

ハチハチ乳剤・フロアブルの
安全使用について

月 １月２月 ３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月
【作付け計画】

　ハチハチ乳剤・フロアブルは、魚に対する毒性が極めて強い農薬です。農薬メーカーの説明によると、「学
校にある25ｍのプールに原液を３滴入れるだけで、プール内の魚が死ぬ」そうです。高知県内でも過去にハ
チハチの成分（トルフェンピラド）による魚のへい死（突然死のこと）事故が発生しています。魚のへい死事
故は、農薬事故の中でも重要度が高く、今後このような事故が起こらないよう、取り扱いについて周知を図っ
ているところです。
　「そんな危険な農薬を使っても大丈夫なのですか？」との意見もありますが、正しく使用すれば問題ありませ
ん。ハチハチ乳剤・フロアブルは、魚類や甲殻類、蚕、蜂や天敵昆虫への影響が強く、下記の作物へは薬
害を生じる恐れがあるので、十分注意（周辺に飛び散らない配慮）が必要です。人体への影響は、適正に
使用されれば、国の基準（試験等を行った結果）で安全であると判断されています（食品安全委員会農薬専
門調査会評価）。

早取り栽培

普通栽培

初心者（家庭菜園）向け

土作り1
●日当たり、排水のよい畑を選んで肥料を播き、早めに耕しておく。
●元肥は、苦土石灰120～200ｇ、特777ＳＰ140ｇ／㎡を、植付け
前１週間までに施し土とよく混和する。

摘　芯６
●畑が肥沃で茎葉の伸びが旺盛になりやすいところでは
摘芯する。
●本葉５～６枚のころを摘芯してわき芽の伸びを促すよう
にする。

収　穫７
●実のふくらみが目立ち、さやを押すと子実が飛び出す頃
が適期です。

ポイント８
●収穫の適期幅は極めて狭いので、全体をよく判断して
収穫する。
●さやが黄変しはじめると子実が硬くなり著しく風味を損ね
てしまう。

ポイント２
●エダマメは、保水力のある土壌で良品が取れるので、乾きやすく
やせた畑には元肥＋完熟堆肥を入れ土作りを行うと良い。

ポイント５
●土寄せは幼果期の発根を良くし、倒伏防止のため是非とも行う。
●最後の土寄せは、開花するまでに終了すること。

種まき３
●１ヶ所３～４粒播きとし、発芽後２本残して他は間引く。
●畝幅は60～70cmとし、株間は25～30cmにする。

土寄せ追肥４
●１回目の土寄せは、本葉が出始めのころ子葉が少し隠れるくらい
に寄せる。
●２回目の土寄せは、１回目の土寄せより15～20日たった頃に行う。
●追肥は、肥料が多すぎて過繁茂にならないよう量を加減する。

■ハチハチ乳剤・フロアブル使用時の注意点

・レタス、非結球レタス、チンゲンサイ、コマツナなどの軟弱野菜
・バラ、シソ科植物（シソ、サルビア等）
・ハクサイ、セルリー、キュウリ、ダイコン、カブ、ニガウリの幼苗
・茶で使用する場合、コテツフロアブルとの混用は避け、10日以上は開けて散布する

・絶対に水路（及び河川）に薬液を流入させない ！（事故の大半はこれが原因）
・散布中の液漏れ（特にホースや噴霧機の継ぎ手部分からの漏れ）が無いように気
をつける。

・複数圃場がある場合、薬液タンクや噴霧機等に農薬が入ってない状態で運搬する。
・散布後の残液や、調整用スプーン、動噴、噴霧機、タンク、薬液ボトル等の洗浄
液は、圃場内又は特定の薬液処理場所に捨てる。（農薬は土で分解させる）

・薬液ボトルの保管は、キャップをしっかり閉め鍵のかかるロッカーや箱で保管する。

※購入の際には判取り帳で住所・氏名・連絡先を記入のうえ、押印が必要です。

■ 薬害を生じる恐れのある作物
第１回土寄せ 第２回土寄せ

本葉が出始めたころ、子葉が少し隠れるくらいに １回目の土寄せから15～20日たったころ
若すぎる 実のふくらみが目立ち、さやを押すと

子実が飛び出す頃が適期。
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第１０期JA高知県幡多地区
女性大学「はた小町」募集のお知らせ

高
知
県
か
ら
海
外
へ
輸
出
の
苺
お
お
き
み
、
生
産
者
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
来
る
よ
う
で
し
た
。
ガ

ン
バ
レ
幡
多
！

（
中
村
支
所
管
内
・
70
歳
）

特
集
「
幡
多
か
ら
世
界
へ
」
が
良
か
っ
た
で
す
。
大
切
に

育
て
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が一日

で
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
十
和
支
所
管
内
・
78
歳
）

お
お
き
み
の
誕
生
ま
で
の
経
過
（
生
産
者
の
試
行
錯
誤
の

大
変
さ
や
Ｈ
22
年
に
試
験
栽
培
の
開
始
、
現
在
９
名
の
生

産
者
で
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
）
が
少
し
分
か
り
、
本
当

に
生
産
者
が
目
標
50
人
に
な
り
幡
多
か
ら
世
界
に
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
苺
が
大
好
き
で
す

が
１
粒
６
０
０
円
以
上
と
は
な
か
な
か
手
が
出
ま
せ
ん
。

〝
プ
ラ
イ
ム
こ
う
ち
〞
の
放
送
を
み
て
ま
す
ま
す
食
べ
て

み
た
い
！  

と
思
い
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
当
た
る
と
両
親

と
友
達
と
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！！ 

化
粧
箱
も
す
て

き
で
す
！  

こ
れ
か
ら
も
〝
お
お
き
み
〞
生
産
頑
張
っ
て

下
さ
い
！！

（
三
崎
支
所
管
内
・
57
歳
）

〜
知
っ
て
お
き
た
い
葬
儀
に
関
わ
る
Ｑ
＆
Ａ
〜

そ
ろ
そ
ろ
終
活
の
事
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら

先
の
ば
し
に
し
て
い
る
状
態
で
す
。
色
々
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

（
中
村
支
所
管
内
・
73
歳
）

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い
為
に
も
、
家
族
で
話
し
合
い

を
持
つ
事
は
大
切
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
村
支
所
管
内
・
65
歳
）

▼
２
月
号
は
特
集
で
、
苺
「
お
お
き
み
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
お
便
り
で
も
「
食
べ
て
み
た
い
」
や
、
生
産
者
を

応
援
す
る
声
が
多
い
な
ど
た
く
さ
ん
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
栽
培
に
興
味
を
持
ち
県
内
で
生
産
者
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
２
月
号
掲
載
（
Ｐ.
19
）
の
ル
ミ
エ
ー
ル
中
村
（
は
た
営

業
所
）
で
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
定
期
的
に
終
活
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
も
以
前
取
材
し
た
際
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
大
変
勉
強
に
な
り
、
終
活
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
Ｊ
Ａ
で
は
日
々
、
た
く
さ
ん
の
活
動
や
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
で
き
る
限
り
取
材
し
広
報

紙
や
農
業
新
聞
等
で
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報
紙
を
楽
し
み
に
ご
愛
読
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
ト
マ
ト
巻
き
は
私
も
試
し
た
い一
品
で
す
。
家
族
で
一

緒
に
作
る
の
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
ト
マ
ト
の

シ
ー
ズ
ン
中
に
日
高
村
に
行
け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
♪

避
け
て
通
れ
な
い
身
近
な
問
題
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
中
村
支
所
管
内
・
70
歳
）

幡
多
地
区
か
ら
こ
ん
に
ち
は
今
月
の
気
に
な
る
人
。
そ
れ

ぞ
れ
の
支
所
か
ら
色
々
と
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
趣
味
や
活
動

に
励
ん
で
い
る
人
た
ち
に
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。
私
達
も

前
を
向
い
て
進
み
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
51
歳
）

ト
マ
ト
料
理
が
お
い
し
そ
う
で
、
ト
マ
ト
が
収
穫
で
き
た

際
に
は
、
今
度
こ
の
レ
シ
ピ
で
ト
マ
ト
巻
き
に
挑
戦
！！

（
三
崎
支
所
管
内
・
68
歳
）

ト
マ
ト
巻
き
お
い
し
そ
う
！！  

是
非
家
で
作
っ
て
み
た
い

で
す
。

（
大
方
支
所
管
内
・
41
歳
）

●あぐりコース【定員10名】
　好きな野菜を育てて収穫 ！
　全５回　市民農園（四万十市敷地）で野菜作りに挑戦 ！
　ＪＡ営農指導員が指導します ！

第１回　ヨガ　６月15日（水）
　　　  （講師　happy　yoga）

第２回　和菓子作り　７月５日（火）
　　　  （講師　和菓子処　大石）

第３回　陶芸　10月４日（火）or  ５日（水）
　　　  （講師　埋木舎　集窯）

第４回　ステンドグラス　12月７日（水）
　　　  （講師　吉川理恵　氏）

第５回　革細工　令和５年１月18日（水）
　　　  （講師　Cｈaｒｍ　松田千穂　氏）

「すてっぷあっぷコース」
6,000円（出資組合員または女性部員4,000円）
「あぐりコース」
4,000円（出資組合員または女性部員3,000円）

入  校  料

※「すてっぷあっぷコース」は別途材料費（1,000 ～ 2,000円）が
　必要な場合があります。

※コロナウイルス感染状況等により、内容や時間が変更になる場合があります。

JA高知県幡多地区管内の女性
詳しくは下記までお問合せまたは応募チラシをご覧ください♪

対  象  者

４月４日（月）～４月20日（水）定員になり次第終了します。

応募期間

高知県農業協同組合　幡多地区本部　企画組合員課
TEL　0880－34－5555

お申し込み・お問合せ先

●すてっぷあっぷコース【定員15名】
　知りたい、やってみたい ！  を実現できる好奇心養成講座♪


